
具体的な取組みの内容 パフォーマンス課題✖関連図書

取組みを通しての子どもの変容

取組みの概要・ポイントつけたい力

テーマ：学習作文で学びのメタ認知を促す
令和７年度
スクール・エンパワーメント推進事業 取組み成果リーフレット

言語能力をはぐくむモデル校
池田市立神田小学校

・根拠のある資料や自分の体験を組み合わせ、読み手の立
場に立って説得力のある意見文を書く力
・学習過程を客観的に振り返り、自己の変容を認識する力

パフォーマンス課題の設定とルーブリックの事前提示により、児童に目的意識をもった執筆を促すとともに、学習作文を
通じて学びのメタ認知を図る。

①課題設定：シンキン
グツールを使って多面
的・多角的に主張やそ
の根拠を考える。

②情報収集・整理：集めた情報をもとに文章の構成
を工夫し、意見文を書く。

③執筆・相互評価：意見文を読み合い、自分の考え
を述べたり、文章のよさを見つけたりする。

④自己評価：ルーブリックは事前に提示し
ておき、課題に取り組むときに子どもたち
が意識できるようにする。

⑤自己評価： 「学習作文」で、自分の学び
を主観と客観の両面から振り返る。

本実践を通じ、単なる情報の羅列ではなく、読み手を意識した「情報の質の選択」について子どもの変容が見られた。ルーブリックを事前に提示したことで、児童は
「図やアンケートの結果（客観的事実）を自分の主張とどう結びつければ説得力が増すか」を粘り強く推敲するようになった。パフォーマンス課題というゴールとルーブ
リックによる自己評価、そして他者との読み合いを経た学習作文の実践は、学びを自分事として捉え直し、次の学習へと向かう「学びのメタ認知」を促す有効な手立て
となった。 学校の取組み


